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【対象】A 病院の一般病棟に勤務する看護師 125 名。
【方法】2013 年 1 月 18 日～ 1 月 28 日に質問紙による調査を実施。
対象者には事前に協力依頼の説明を行い、調査用紙の投函をもって
同意とみなした。質問項目は看護部の倫理審査で承諾を得た。質問
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【方法】調査対象は、平成 25 年 1 ～ 3 月ならびに平成 26 年 1 ～ 3 月




【結果・考察】平成 26 年 1 ～ 3 月におけるゾルピデムならびにエチゾ
ラムの処方量は、平成 25 年 1 ～ 3 月と比較して、それぞれ 50％なら
びに 41％減少した。患者背景、転倒リスク因子に差はなかった。全転
倒・転落回数は平成 25 年 1 ～ 3 月ならびに平成 26 年 1 ～ 3 月におい
て、それぞれ 102 回ならびに 91 回であり、夜間の転倒・転落回数は
46 回（45.1％）ならびに 29 回（31.9％）と減少傾向であった（P=0.06）。
BZ 系睡眠剤の服用件数は 32 件から 12 件に減少し（P ＜ 0.05）、BZ 系


















【研究１】カード作成のため、平成 23 年４月～平成 24 年３月におけ
る病棟のインシデントレポート（レポート）を分析した。
【結果】平成 23 年度のレポートは 63 件であった。その中で 30 件が脳
外科疾患患者であり、23 件は高次脳機能障害を伴っていた。転倒・転
落に至った行動・状況は排泄 8 件（28％）、立ち上がろうとして 6 件
（20％）、車椅子乗車中 4 件（14％）、物を取ろうとして 3 件（10％）、
その他 8 件（28％）、その内容は不穏行動 2 件・カーテンを開けよう
として・足がふら付いて・洗面・ベッドから降りる・ベッドに上がる・
歩行中など各 1 件であった。
【研究２】このカードの効果を、平成 24 年 8 月～ 11 月、高次脳機能
障害があり「障害高齢者の日常生活自立度の判断チャート」A1 ～ B2
の患者 7 名に使用して、平成 23 年 4 月～平成 24 年 3 月までのレポー
トと平成 24 年 4 月～平成 25 年 3 月までのレポートを比較した。
【結果】平成 23 年度のレポート件数は年間 63 件（入院患者の 14.5％）、
平成 24 年度のレポート件数は年間 52 件（入院患者数の 11.7％）と減
少した。レポートの中でも、転倒・転落の件数は、平成 23 年度 53 件
から平成 24 年度 39 件に減少し、脳外科疾患患者 30 名から 24 名へ、
そのうち高次脳機能障害患者は 23 名から 17 名と減少した。
【結論】事故に至った場面の視覚的情報カードを用いたことによりレ
ポート件数は減少した。特に回復期リハビリテーション病棟における
高次脳機能障害患者の特性から口頭だけでなく視覚に訴えることは有
用であった。
